
第２回県立高等学校改革懇談会
『相馬東・新地』

日時：令和元年１１月２９日（金）１５：３０～ １７：００

場所：相馬東高等学校 大会議室

福島県教育委員会
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本日の進め方

１
第１回高等学校改革懇談会での御意見
について

２ 現段階での検討状況について

３ 今後の再編整備スケジュールについて

2



第１回高等学校改革懇談会での御意見
について
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統合校の方向性

定員１６０名
〇 総合学科(４学級)

相 馬 東 高 校
定員８０名

〇 普通科(２学級)

新 地 高 校

2022年4月開校予定

定員：総合学科 200名(5学級)
場所：相馬東高校校舎

相馬東・新地統合校（仮称）
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統合校（案）のイメージ図

キャリア指導推進校として、大学進学から就職まで、生徒の幅広い学習ニーズ
に対応した教育活動の充実により、地域の未来を担う人材を育てる学校

相馬東・新地統合校

● 学びの継承と充実

相馬東と新地の教育活動を継承し、各系列の特徴を生かした
専門的な知識・技能を習得や、丁寧な学習指導・進路指導を実践
することで、特色化を図ります。
● 新地の実践してきた命の教育や震災被害の伝承活動などを防災
教育の観点から継承するなど、地域と連携した教育活動の充実を
図ります。 5



検討する統合校の特色化

環境・防災系列
（仮称）の新設

情報ビジネス・生活文化・
芸術文化・スポーツ・文理

の５系列

主体的・対話的で
深い学びの実現

丁寧な学習指導

地域と密着した探究的・
実践的な学びの導入
（地域を学習フィールド
とした探究活動）
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第１回高等学校改革懇談会での主な御意見について

【新地高校】

・何の説明もなく統合のスケジュールが示され

た。事前に協議が必要だったのではないか。

・なぜ前期に統合しなければならないのか？

統合は後期に延ばすべきだ。
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第１回高等学校改革懇談会での主な御意見について

【新地高校】
・新地町は新しい町づくりに取り組む中、新地

高校の役割は重要である。町の活性化に影響

する。

・不登校の生徒を受け止めて教育をしている。

小規模校だからこそ、生徒が活躍する場が与

えられる。
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第１回高等学校改革懇談会での主な御意見について

【相馬東高校】
•統合に向けて、教員や生徒が混乱することのないよ
う準備を進めて欲しい。

•生徒にとって豊かな学びになるように検討して欲し
い。

•両校共に歩んでいくことが大事である。

•地域へ果たすべき役割として、地域に根付く、地域
に貢献する人材の育成を実現して欲しい。
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現段階での検討状況について
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（１）平成31年2月公表に至るまでの経緯
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○ 平成29年11月 ～ 平成30年2月 パブリックコメント（期間を延長して実施）

○ 平成30年 1月 県内７地区での※教育公聴会

○ 県立高等学校改革前期実施計画（2019年度～2023年度）5年間（平成31年2月公表）

○ 県立高等学校改革後期実施計画（2024年度～2028年度）5年間

※有識者19名で構成
○ 平成28年 5月 社会の変化に対応した今後の県立高等学校の在り方について諮問

○ 平成28年 7月 ～ 学校訪問（都市部の高校、周辺部の高校）

○ 平成28年 12月 ～ 中間まとめ公表（県内7地区での ※ 教育公聴会）

○ 平成29年 6月 県教育委員会へ答申

学校教育審議会の動き

県立高等学校改革基本計画 素案公表 平成29年 11月

県立高等学校改革基本計画の策定 平成30年 5月

県民の皆様からの意見聴取

※ 教育公聴会メンバー：各地区の中学生、高校生
小中学校のＰＴＡ会長および高等学校評議委員



生活文化

（２）総合学科の学び

情報ビジネス

芸術文化

スポーツ

文 理

会計関係の専門的な分野を学ぶ

家政や福祉に関する知識や技術を修得する

音楽や美術、書道などの芸術などを深く学ぶ

生涯スポーツの考え方に基づく理論や実技を学ぶ

大学への進学を目指す
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総合学科のメリット

・普通科よりも教員数が多いため、少人数で
の丁寧な指導の実践が可能

・進路に直結した学びを選択できる。
・興味のある科目を選択することで、幅広い
学びができる。
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（３）地域と密着した探究的・実践的な学び
の導入

（科目）「産業社会と人間」
「総合的な探究の時間」

相馬市 新地町

地域の特性を知り、地域課題の解決に向
けた学びを実践する。
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現在の活動

新地町産業復興祭における
おもひの木プロジェクトの
ブース【新地高校】

相馬市カフェマップの作成
【相馬東高校】
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ふたば未来学園

地域をフィールドとした学び
・楢葉町 木戸川の鮭を使った鮭フレーク
の開発

・広野町のみかんを使ったみかん大福
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地域をフィールドとした学び
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社会教育機関
(公民館等）

大学等

新地町・
相馬市

産業界

地域ＮＰＯ

高等学校
相馬看護専門学校との連携

高校生のインターンシップ
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（４）おもひの木
プロジェクトの継承

震災の語り部活動

徳島大学との連携
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今後の再編整備スケジュールについて

20



21

令和４年度
(2022)

11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4

魅力化・特色化の検討

・部活動の検討
・統合校案内の作成
・修学旅行先の検討等

・生徒交流会の実施
・合同職員会の実施
・入学者選抜の実施等

令和2年度(2020) 令和３年度(2021）

教育内容検討委員会及びワーキンググループにおける開校準備スケジュール（案）

令和２年度入学生：統合時３年生 令和３年度入学生：統合時２年生

教育方針・教育目標 教育課程・校名の検討

統合校

開校式
入学式

令和元年度
(2019)

統
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